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〒231-0002 横浜市中区海岸通3-9 
TEL : 045-663-2812  FAX : 045-663-2813 
studio@bankart1929.com 

アクセス 

横浜みなとみらい線「馬車道駅」
6出口[赤れんが倉庫口]徒歩5分

参加費 :入場無料 （パブにてドリンクの注文をお願いします。350円～）
6月4日［土］18:00-19:15 加藤 元 /北浦信一郎/河地貢士 /佐野彩夏 /茂谷さやか /中村達哉 /岡田貞子
6月11日［土］18:00-19:15  阿部 静 /いまゆら/阿部剛士+まつながえみ /三田村龍伸/フジオカヨシエ
ギャンソンゴリラ（安部治子+岩永かおる+椎橋良太）/おおばひでゆき/高松太一郎 /牛島達治
6月18日［土］18:00-19:15  倉敷芸術科学大学ヨコハマゼミ /藤村 豪 & 内野清香 /坂間真実 /
寺田 忍 /坂本夏海 /みどり /共同サンド /曽谷朝絵 /武田 海
6月19日［日］13:00-14:15  窪田久美子 /オオツカリリリ /田中千晶 /原田 哲 /柴田智明 /
古橋 香 /Pierre Chaumont/小原健吾+白石 衆
6月25日［土］18:00-20:00  藤堂安規/池田貴美代/山本麻世/橋村至星/古川あいか/下條沙恵子/
外薗千里/Play Art Laboratory/堀江和真/藤原京子/笠木絵津子/秋山直子

18［土］ 16:30- いまゆら（6）トークショー飯沢耕太郎×菱田雄介（hope/TOHOKU）
19［日］ 14:30-16:00 倉敷芸術科学大学（44）岡山のアート事情を語る「OKAYAMA？」
  川埜龍三、齊藤等
 16:00- 秋山直子（19）BankART School「これからどうなるヨコハマ研究会」
  より始まったカレーパン・プロジェクト。（限定50食）
 18:00-19:00 三田村龍伸（24）パフォーマンス「相互に見る」
23［水］ 終日 ギャンソンゴリラ（36）「スナック　ギャンソンゴリラ」開店
24［金］ 16:00-16:40 中村恩恵 /Dance Sanga（Studio 202）ショウイング
 17:00-17:30 岡田貞子（22）朗読パフォーマンス《や／ま／と／が／わ》　
 18:00- 中村達哉（34）パフォーマンス　（上演 約20分）
 18:30- 田中千晶（38）パフォーマンス　（上演 約15分）
	 18:45-  中村達哉+田中千晶（34）パフォーマンス（上演 約10分）
 終日 ギャンソンゴリラ（36）「スナック　ギャンソンゴリラ」開店
25［土］ 12:00-14:00 共同サンド（3）「ピクニックパーティ」（限定30食:有料）チェロのミニコンサート 
 14:00-14:30 岡田貞子（22）朗読パフォーマンス《や／ま／と／が／わ》
 15:00- 秋山直子（19）カレーパン・プロジェクト。特製カレーパン試食。
 16:00-16:30 藤原京子（20）中村達哉、田中千晶パフォーマンス
 17:30- 寺田　忍（23）包帯ドレスパフォーマンス「酔いどれ姫」（上演 約15分）
 18:00- 中村達哉（34）パフォーマンス　（上演 約20分）
 18:20-  中村達哉+田中千晶（34）パフォーマンス　（上演 約10分）
 終日 ギャンソンゴリラ（36）「スナック　ギャンソンゴリラ」開店
26［日］ 13:00- 田中千晶（38）パフォーマンス　（上演 約15分）
 14:00-14:30 岡田貞子（22）朗読パフォーマンス《や／ま／と／が／わ》
 15:00- 中村達哉（34）パフォーマンス　（上演 約20分）
 15:20-  中村達哉+田中千晶（34）パフォーマンス　（上演 約10分）
 15:00-16:00 河地貢士（30）まんが農業お譲りします。無料配布
 終日 ギャンソンゴリラ（36）「スナック　ギャンソンゴリラ」開店
その他 橋村至星（15）：「あなたは東日本大震災後何を感じていますか？」アンケート実施。
 オープンスタジオ時に発表予定。
 阿部剛士＋まつながえみ（29）：「あなたの思い出の、今お気に入りの、気になる遊具」を文章 
 で随時募集中

Play Art Laboratory
「くんずほぐれつ」というキーワードで制作をしている。同じ時
空を共有しながらも絶対に一つになることはないが、その体験
はやがて各々の感性に集約されていく。どう絡み合い、ほぐれ
ていくのか。
□2008.12に横浜で発足。代表：安達弘太 /静岡生まれ、
CUNY, Hunter College, Art Dep.（BFA）卒業。今井基貴、岩
間正明、金子ゆかり、杉浦珠希、松縄春香、密照京華、横山 愛
　

ギャンソンゴリラ gyanson_Gorilla
「アート」と「スナック」の類似点を探り、展覧会にスナックの仕
組みを取り入れることにより、アート業界の矛盾を浮き立たせ、
アーティストの新たな生き方を提示することを試みる。オープン
スタジオでは、「スナックギャンソンゴリラ」を開店させる。http://
gyansongorilla.web.fc2.com/◉イベントあり裏面参照
□メンバー：安部治子（ペインター）、岩永かおる （ペインター）、
椎橋良太（美術家） 全員横浜生まれ。

古川あいか Aika Furukawa
「柔軟な思考」をテーマに、普遍的な日常生活の一部を写実表現と抽
象表現を交えた手法で描いています。今回はレジデンス先のライプ
チヒにて制作を始めた未完の大型作品を制作、完成させます。
□1982年愛知生まれ。2008年東京藝術大学油画科卒業。
2010年ライプチィヒSpinnereiにてAIR参加。

田中千晶 Chiaki Tanaka
身体表現者（ダンサー）として活動しています。空間と身体を
対峙させる事で身体というものは空間のただの一部でしかな
く、空間は空間でそこにあり続けるだけである事に抗う身体を
観る事によって impression（内に刻む意）を刺激できればと思
い、日々動いています。◉イベントあり裏面参照
□大阪生まれ。London Studio Centre卒業。

藤堂安規 Yasunori Todo
神奈川沖浪裏の地であるBankART Studio NYKにて「富嶽
三十六計画」を開始する。大戦中幻と消えた超長距離爆撃機「富
嶽（Z機）」は神奈川沖浪裏を旅立つ。
□1986年香川生まれ。多摩美術大学卒業。

池田貴美代 Kimiyo Ikeda
身近にあるイメージを拾って絵画制作しています。滞在中はこ
こ２ヶ月間に描き貯めた水彩のドローイングを元に、大きい作
品も制作します。
□1984年大阪生まれ。2010年倉敷芸術科学大学修士課程芸
術研究科修了。

柴田智明 Tomoaki Shibata
スタジオでは、戯画を基調にした新シリーズの開発を模索します。
□東京生まれ。2005年武蔵野美術大学造形学部日本画学科卒業。

山本麻世 Asayo Yamamoto
幼いころにやっていたような単純な作業をすることにより原始
的な模様を作り、その場で切掛けを探し媒介物として存在させ
る。この作業でできたものをその場に少しの間定着させる事に
よって既にある風景を新しい繋がりの風景へと変化させる。今
回のレジデンスでは写真と空間により新たな繋がりを見つけ出
そうとしている。
□東京生まれ。ヘリットリートフェルト・アカデミー（オランダ）卒業。

原田 哲 Tetsu Harada
目に見えない空想を妄想で膨らませ表現しています。この度はアク
リルやオイルチョークを使い表情の違う、妄想連作を作っています。
□大阪生まれ。京都嵯峨芸術大学卒業。

倉敷芸術科学大学ヨコハマゼミ
Kurashiki University of Science and The Arts.Yokohama Lab.
アーティストとして自立をめざす学生たちを大学から社会にリ
レーするプロジェクト。深田絵理、後藤孝美、早柏宏美が参加。
横浜トリ期間中に黄金町で開催する展覧会作品を主に制作して
いる。◉イベントあり裏面参照
□倉敷芸術科学大学芸術学部。2008年２月に「倉敷芸術科学大
学ヨコハマゼミ」としてスタジオインし、今回で5回目となる。

小原健吾＋白石 衆 Kengo Obara + Shu Shiraishi
小原：警告としての言葉とドローイングをテーマに制作。言葉
とドローングの相関図を提示する予定。
白石：鹿と裸の女が登場する物語的な絵画制作を続けている。
江戸末期安政の大地震後に流行した鯰絵のような戯画とドキュ
メンタリー性を併せ持つ絵画制作を行う。
□小原健吾 :1967年東京生まれ。92年武蔵野美術大短期大学
部美術科卒。/白石衆 :1974年東京生まれ。98年東京造形大造
形学部美術学科卒。
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オオツカリリリ  Ririri Ootsuka

アートという自由に領域を横断できる手段で社会問題を提起す
る作品を展開。今回は『想定内の事故と原発』を題材に平面作
品を制作。
□横浜生まれ。

笠木絵津子 Etsuko Kasagi
震災の報道映像が、無くなっていく私の「故郷」と重なって、ア
マチュア写真家であった亡き父の故郷の写真と対峙し始めた。
父の故郷と私の故郷の「時空」を3次元的に交差させたものを
試作したい。
□1952年兵庫生まれ。横浜在住。77年奈良女子大学物理学専攻
修士修了、92年ニューヨーク大学スタジオアート専攻修士修了。

間弓浩司 Koji Mayumi
あの日、僕らは自然の脅威の前にひれ伏した。その脅威にも負
けずに、再び力強く、立ち上がろうとする人間を邪魔するもの
は何だ。二万四千歩譲ったとしても、僕は原発に反対。
□東京生まれ、横浜在住。

OPEN STUDIO
BankART AIR Program 2011

2011.6.17 Fri-6.26 sun  11:30-19:00 （最終日16時まで）　会場=BankART Studio NYK　入場無料
オープニングパーティー： 6月17日［金］  19:00～21:00　料金：500円

BankARTでは今年もレジデンスプログラムを企画し、現在公募で選ばれた48組のアーティストが制作を行なっています。5月17

日に入居してから僅か一ヶ月間を経たばかりですが、その成果の一部をご覧頂きたく思います。オープンスタジオは、普段の制作
風景を見ていただくというのが主で、展示としての完成度を目指すものではありません。アーティスト達の生き生きとした制作現
場をご覧になり、交流していただければと思います。皆様のご来場をお待ちしております。

3B Gallery

◉ スタジオイベント

アーティストトーク@BankART Pub
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 OPEN STUDIO 2011

佐野彩夏 Ayaka Sano
目に見えない空間の質感を色彩によって表現する。筆の代わりに
ガーゼを用いて着色し、具象的なモチーフとそこから連想できる
幾何学形態を組み合わせた平面作品の制作に取り組む。
□1985年横浜生まれ。横浜美術短期大学専攻科イラストレー
ションクラス修了。

おおばひでゆき Hideyuki Ohba
ぼくは誰なんだろう。ぼくは何を見ているんだろう。ぼくは今どこに
いるんだろう。ぼくはこの３つのコンセプトに乗っかって制作してい
ます。物質にこだわり、今回はジャンクの破片を扱います。昨年のス
タジオプログラムで制作した作品で岡本太郎現代芸術賞入選。
□北海道生まれ、東京在住。京都造形芸術大学卒業。

茂谷さやか Sayaka Motani
とある日本家屋が吐き出した欠片をひたすら見つめ、そこの住民で
ある老人が書き溜めた書物をひたすら読んでいます。その場所が
秘める物語と日本の歴史との関係性の調査と私というナンセンス
が混ぜこぜになり、その欠片は何か、または何者かになります。
□1984年生まれ。2007年ロンドン芸術大学チェルシーカレッ
ジ美術学科卒業。

坂本夏海 Natsumi Sakamoto
海岸通りを元町・中華街方面へ。徒歩4分。象の鼻パークから、
海沿いを通る長い歩道橋を渡ると、左手遠方にぼんやりとあらわ
れる、ひとつの船の風景について。
□1986年東京生まれ。2009年多摩美術大学絵画学科油画専攻卒業。

古橋 香 Kaori Furuhashi
「変な髪形が好き /絵具は混色中が一番きれい /目より口の方が
その人らしい」と思って描いてます。実際子どもの口は無邪気で、
各々のえぐさはまだ表れないのかも。「ひっこみ思案 /おスシ好
きそう /いきがってる /また笑ってるとこ見たいな」そんな空想
が広がる口はもう少し育ってから。
□1982年東京生まれ。2007年筑波大大学院修士課程芸術研究科
修了。

フジオカヨシエ Yoshie Fujioka
Drawing in the air. Work of "work of art".
空間ドローイング。アート作品に関する作品。
□学習院大学、Chelsea College of Art & Design（英国）卒業。

外薗千里 Chisato Hokazono
シェイプドパネルを組み合わせた平面作品を制作。パネルの形
や素材、油絵具の特質を活かし内的なイメージを視覚化してい
る。レジデンス中は、スタジオ内の壁を最大限利用し、イメー
ジがどのように空間を浸食していくか試みる。
□1986年鹿児島生まれ、尾道市在住。尾道大学大学院美術研
究科油画修了。

橋村至星 Shisei Hashimura
不特定が集う場に興味があり、昨年末からスーパーマーケット
の様な消費活動を強要される都市部の不安感をテーマに制作
中。その最中に大震災が起こり、豊富にあると思っていた食料
や水がすっかり無くなった驚きを作品に反映。
◉イベントあり裏面参照
□New York University大学院スタジオ・アート修士課程修了。

堀江和真 Kazuma Horie
ノートの落書きのような気楽さを大切にしながら、コツコツと
絵を描いています。普段はB5サイズと比較的小さな作品が中
心ですが、今回は、大きな作品にチャレンジしています。イメー
ジが広がるにまかせて紙をつなげて絵を描いています。
□東京生まれ。桜美林大学文学部卒業。

松本秋則　Akinori Matsumoto
不思議美術家。1982年頃より、竹などを使ったサウンドオブジェ
の創作を続けている。1992年、五島記念文化財団の助成で、1年
半アジア7ヶ国で少数民族の芸能を研究。第9回バングラディッ
シュ・アジア・アートビエンナーレでグランプリを受賞。瀬戸内
国際芸術祭2010への参加等、国際展にも多数出品。
□1951年生まれ。

牛島達治  Tatsuji Ushijima
個展「《無用な機械たち》から《シジフォスの夢》へ」（目黒区美術
館 /93年）他、グループ展などにも多数出品。Landmark Project
では改修前のNYK 3Fで「記憶－原動－場」を発表。最近では、
「豊栄米蔵跡・汎用動力研究所」（水と土の芸術祭 /09年）等。今回、
BankART Life Ⅲに向けて「移動型工房車両」を制作予定。
□ 1958年東京生まれ。94年ACCによりNY滞在。武蔵野美
術大学 /明星大学非常勤講師。

窪田久美子 Kumiko Kubota
衣服を構成する要素（素材、形、機能など）を再考しながら彫刻
の可能性を探る。
□神奈川生まれ。Ｂゼミスクーリングシステム修了。

共同サンド Kyodosand
加藤朋子＋矢野絵美＋横須賀ヨシユキ＋嶋田洋平＋川嶋貫介
サンドイッチの制作販売を通じ、生産者と街の人たちをつなぐ
ことを試みます。滞在中は制作のプロセスをすべてお見せしま
す。◉イベントあり裏面参照
□2005年北仲WHITEにて共同アトリエ発足。本町ビルシゴ
カイを経て、現在、宇徳ビルヨンカイにて活動中。今年4月よ
り、共同サンドの活動開始。

曽谷朝絵 Asae Soya
2002年にVOCA賞を、2001年昭和シェル石油現代美術賞展
グランプリを受賞。油彩画からインスタレーションまで幅広い
制作活動を行っている。今回のレジデンスでは、光をテーマと
したインスタレーションを制作中。
□神奈川生まれ。2006年東京藝術大学大学院油画専攻博士後
期過程において博士（美術）取得。

樋口昌美 Masami Higuchi
編み物は母と伯母達の影響で始めました。「ド  イリ  ー」を制
作中。ドイリーではなくあくまで「ド  イリ  ー」です。
□1978年神奈川生まれ。

いまゆら Imayura
BankART school 飯沢耕太郎ゼミ5期生から誕生した「いまゆ
ら」。その意味はイマ･ユラギ･ツナイデ。ゼミの最中に起こっ
た東日本大震災を受けて反転した日常を写真とポートフォリオ
で検証します。http://imayura.blog.fc2.com/◉イベントあり
裏面参照
□ 2011年発足。メンバーは、樫村･鎌田･坂巻･崎谷･佐々木･
島村･手塚･中川･松本･南･森･若林･渡辺。

下條沙恵子 Saeko Shimojo
擬人化した架空動物をモチーフにモノタイプ作品を制作。トー
キョーワンダーウォール公募2011に出品。7月にはアートアワー
ドトーキョー丸の内2011、ギャラリー・ショウ・コンテンポラリー
にて「GALERIE SHO PROJECTS 新、アーティスト展」を予定。
□1987年東京生まれ。2011年多摩美術大学絵画学科油画専攻卒業。
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阿部 静 Sizuca Abe

《食べるということー生きることー死ぬこと》、自分が生きてい
るうえで感じている食に対するモノゴトを卵の殻やパラフィ
ン、お肉のトレイなどで制作しています。オープンスタジオで
は壁面に卵の殻を増殖させていきます。
□1988年東京生まれ。横浜美術短期大学絵画コース卒業。

坂間真実 Mami Sakama
私の実家は近い将来、消滅してしまう立場にある。家から人がい
なくなったとき、放置された家はどうなるのだろうか。コケが生
えて、自然に戻るのか、それとも更地になるのか。そんな不安定
な状態で呼吸を続けている家を、少しだけ解体してみた。
□静岡生まれ。東京藝術大学美術研究科先端芸術表現専攻修了。

秋山直子 Naoko Akiyama
写真展示を中心に、スライドショー、インスタレーションなど。寿町
や黄金町など、横浜の街を写真で旅します。2011年より横浜・黄金
町「Artist In Residence Program」参加。◉イベントあり裏面参照
□京都生まれ。14-19歳をオランダで過ごす。上智大新聞学科
卒業。編集者、デザイナーを経て、2009年より写真家元田敬三
氏に師事。

藤原京子 Kyoko Fujiwara
fragile（儚さ）をコンセプトにインスタレーションを制作しま
す。◉イベントあり裏面参照
□東京生まれ。東京造形大学卒業。CHAP（長者町アートプラ
ネット）にレジデンス中。

Dance Sanga/中村恩恵 Megumi Nakamura
1991年からネザーランドダンスシアターに所属。イリ・キリ
アンの作品に多数出演。またパリオペラ座をはじめ、世界中
のバレエカンパニー等で指導している。07年横浜にDance 
Sangaを設立。現在NYKでレジデントアーティストとして活
動。廣田あつ子、首藤康之等とのコラボレーション、またダン
スWSの開かれた場として展開。◉イベントあり裏面参照
□1970年横浜生まれ。舞踊家。2008年舞踊批評家協会新人
賞、2011年文化庁芸術選奨文部科学大臣賞受賞。

藤村 豪 & 内野清香 Fujimura / Uchino
オープンスタジオ期間では、「相互理解とその不可能性、想起や
イメージの受容により拡散する出来事」をテーマに、異なる立
場からの同じ出来事に対しての理解を試みる作品『ここからそ
れは見えるかな？』を展示予定。
□藤村豪1980年千葉生まれ。早稲田大学文学部卒業。内野清
香1980年富山生まれ。明治大学理工学部卒業。共に東京綜合
写真専門学校卒業。

岡田貞子 Teiko Okada
色や状況などを記憶します。その記憶に名前を付け手探りで裏
返し翻訳をします。色々な方法で独自のユーモアのある物語の
情景を描いています。今回は《や /ま /と /が /わ》というシリー
ズの制作。◉イベントあり裏面参照
□1974年大阪生まれ、東京在住。2003年Ｂ -semi Learning 
System卒業。

寺田 忍 Shinobu Terada
硬質な現代に「柔らかさ」と「癒し」を広めるために、包帯を素
材とした美術作品を制作・発表している。今回の滞在では、包
帯でドレスを制作しオープンスタジオ展では完成品を使ったパ
フォーマンスを予定。◉イベントあり裏面参照
□1972年茨城生まれ。桑沢デザイン研究所卒業。

三田村龍伸（龍伸堂スタジオ） Ryushin Mitamura

統一されたテーマ、素材、技法は持たない。現在は大震災の支
援を行い、練馬区江古田駅周辺のアートイベントを企画し、美
術を共同体と個人を媒介させるツールとする事に興味を持って
いる。◉イベントあり裏面参照
□1980年横須賀生まれ。2011年日本大学大学院芸術学研究
科芸術専攻博士後期課程修了。芸術学博士号を取得。

高松太一郎 Taichiro Takamatsu・赤松のぞみNozomi Akamatsu
飯塚 緑 Midori Iizuka・佐藤亜沙美 Asami Sato
7月末日（18日予定）にショー形式で発表予定のコレクション
の制作を行います。（エクスプロージョン・トウキョウhttp://
www.explosion-tokyo.com）
□高松太一郎：博多生まれ。東京造形大学絵画卒業。2004年
「アウトレンジ」展以降、服づくりを中心に展覧会、ショー等幅
広い活動を行っている。

北浦信一郎 Shinichiro Kitaura
私にとって芸術活動とは、現代という矛盾と不条理の時代に潜
む不可視の領域を可視化する試みである。
□東京藝術大学大学院修了。2001年Project N　東京オペラ
シティアートギャラリー、文化庁新進芸術家派遣にてアメリカ
滞在、2002年VOCA2002、2009年個展BAROCOワダファ
インアーツ等。　

Pierre Chaumont ピエール・ショモン
参加にあたって、我々アーティストにとってレシデンスのプロ
グラムに参加することはどういうことか。制作場所を変えるこ
とがなぜ作品に影響しないのか。以上の質問に対する答えを自
分なりに今回の作品に表現した。
□1987年Libourne（フランス）生まれ。主にMontreal （カナ
ダ）に活動拠点をおき、現在は東京で活動中。

齊藤 彩 Aya Saito
描く ＞ 言葉。兎に角描く。
□東京生まれ。2003年女子美術大学洋画専攻卒業。

阿部剛士+まつながえみ Tsuyoshi Abe + Emi Matsunaga
阿部：技術者を軸足に「都市」「庭園」「建築」「工業」の概念を、
工芸・美術・文学の領域で「紡ぐ」所作をしています。
まつなが：「思い出の遊具」を来場者に文章で書いてもらい、そ
れを絵に描くプロジェクトを行っています。木工作業も行ない
ます。◉イベントあり裏面参照
□阿部剛士：小田原生まれ。北海道東海大学工学部卒業。建設
会社勤務、大学非常勤講師 /まつながえみ：徳島生まれ。倉敷
芸術科学大学大学院修了。

河地貢士 Koshi Kawachi
インスタレーションなど様々な手法で、日常におけるフィク
ションをテーマに作品を制作。今回の滞在制作では漫画雑誌を
苗床に野菜を栽培する「まんが農業」を制作。代表作としてう
まい棒に仏像を彫る「うまい仏」など。◉イベントあり裏面参照
□1973年岐阜生まれ。名古屋芸大美術学部デザイン科造形実
験コース卒業。

武田 海 Kai Takeda
様々な図像を写し出し、社会へ普及していった数世紀前の銅版
画。この技術開発の前後の銅板に刻まれた線。その線に対する
想いを和紙と糸の線を素材とした彫刻で表現する。
□東京生まれ。バルセロナに８年間在住。帰国後、地元国立で
制作活動。東京芸術大学染織科大学院修了。

みどり Midori
横浜の海を見ながら毎日折り紙マンダラを作っていたら、遠い
国の人にも伝わるかな。隣のグループにトリエンナーレボラン
ティアの仲間がいました。彼のマンダラを創作して見せていま
す。「本家より分家がいいね 折り紙マンダラ」九草
□東京生まれ。神奈川県民34年。

加藤 元 Gen Kato
実生活の中で直面する事物を少しでも多く享受したいという思
いをもとに制作をしています。今回のレジデンスでは９月の個
展に向けての制作。
□1975年兵庫生まれ。2009年京都市立芸術大学大学院美術
研究科彫刻専攻修士課程修了。

中村達哉 Tatsuya Nakamura
滞在中に起こった出来事・出会ったことを味わいながら、創作
というより、「カンチガイの積み重ね」をこつこつと行っていま
す。オープンスタジオでは、パフォーマンスを行います。◉イ
ベントあり裏面参照
□1975年埼玉生まれ。慶応大学環境情報学部卒業。
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